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文書館資料にみる 
病気・医療・健康 

  

「毛利石見守様御政事御取捌御身持旁不宜御思召寄被仰入候一件」（毛利家文庫 56継立原書 37） 病気と祈り② 

 

 

 
〔萩藩主と徳山藩主〕 

天明２年（1782）末、徳山藩の
奈古屋蔵人・福間五郎兵衛・粟屋
靱負の３名が、萩藩の国元加判役
宍戸美濃らに書状を送りました。内容
は、徳山藩７代藩主毛利就馴（た
かよし）の藩政について、藩主の信任
の厚い当役の鳥羽玄蕃の政治を批
判したものでした。そして奈古屋らは、
本藩である萩藩の両殿様、毛利重
就（萩藩７代藩主、当時は隠居）
と毛利治親（同８代藩主）の御威
光により、徳山藩政が是正されること
を求めるのでした。これを受けて萩藩
の両殿様は、翌天明３年（1783）、
国元加判役であった佐世六郎左衛
門を徳山に派遣し、鳥羽などの解任
を指示しています。 
ところで、毛利就馴期において、萩

藩主による徳山藩政への介入は、こ
れ以前に２度あったようです。１度目
は明和８年（1771）、次は安永６
年（1777）のことでした。明和８年

の事件は、藩主の側近たちの専横を
憂えた両殿様が２人の萩藩士を徳
山に派遣し、彼らの解任を迫りました。
徳山藩政における人事介入という点
では、天明３年の事例とよく似ている
と言えます。 
一方で、上の写真の５行目から６

行目に「安永六酉年変出来」とある
２度目の事件は、今のところはっきりと
した資料がないため断言できませんが、
どうやら藩主の「病気」にまつわる案件
で、両殿様から申し入れがあった模様
です。以下では、安永６年前後の毛
利就馴の周辺を見てみましょう。 

〔安永６年前後の毛利就馴〕 
安永２年（1773）春、徳山を出

て江戸に到着した就馴。４月 15 日
に将軍へ「参勤之御礼」を無事済ま
せたところ、３日後の 18 日に幕府か
ら江戸城常盤橋御門の門番を命じら
れます。江戸時代の大名はそれぞれ
の規模に応じて様々な仕事（役／や
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「毛利石見守様御政事御取捌御身
持旁不宜御思召寄被仰入候一件」 
（毛利家文庫 56継立原書 37） 

 
天明３年（1783）、萩藩が徳山

藩に藩政の是正を申し入れた際の一
件記録。鳥羽玄蕃は隠居に追い込ま
れますが、単純な重臣更迭事件では
なく、藩財政とも密接な関係のある事
件でした。その意味では、本文に示した
これ以前の２つの事件の複合的な事
件であったとも言えそうです。 

近世大名の役と病 
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く）を幕府から命じられますが、そのひ
とつに江戸城の城門警備がありました。 
これ以前にも常盤橋御門の警備を

徳山藩は経験していますので、今回
の下命は特別なことではありませんで
した。ところが就馴は、しばしば「病」に
罹り、十分な務めが果たせなくなってし
まいました。こうした場合には、家臣が
代行して門番を務めますから、大きな
問題にはなりません。実際、他の大名
も、病気によりこうした務めが行えない
旨幕府に届け出ています。正当な理
由さえあれば、幕府も許可していたよ
うです。 
就馴の病気は長期に及び、結局、

安永７年（1778）まで江戸にとどまる
こととなりました。彼は、幕府への届出
書の中で、「持病」として「積（癪）気」や「眩暈」
（めまい）、あるいは「風気」などを訴えています。江
戸城への登城すら叶わない時もありました。 

「ところが」です。安永３年（1774）、就馴は関政
辰（備中国新見藩主）の妹を正室に迎えています。
関氏との間には、安永４年には後に上野国安中藩
主板倉勝意の夫人となる久子が、安永６年には後に
８代藩主となる広鎮が誕生しているのです。参勤交
代も難しく、江戸で果たすべき役割も十分に果たせて
いないはずの「病人」就馴だったはずでは・・・？ 

〔就馴の病と徳山藩の財政事情〕 
ここで想起されるのは、徳山藩の財政状況です。

就馴の父である５代藩主毛利広豊の時代にも藩の
財政は非常に逼迫していました。おそらく就馴の時に
も劇的に好転したとは考えられず、むしろ御多分に漏
れず悪化していたと考えられます。そうした中、参勤交
代の経費を節約できれば、支出の大幅な削減につな
がるのでは…。苦しい藩財政を救うため、藩主の病気
を持ち出したのでは、と疑わしく思えてなりません。結
果、安永３年と５年の帰国分の諸経費（当然、安
永４年と６年分の江戸参府分も）が「浮いた」計算
になります。 

おそらく、安永６年に萩藩の両殿様が徳山藩に申
し入れたタイミングは、帰国の年にあたる安永７年を
見据えてのことではなかったかと想像されます。萩藩か
らの申し入れを受けた就馴は、安永７年当所も引き
続き「積気」や「眩暈」を発していましたが、２月に入る
と快方に向かっています。そして無事帰国の途につき、
６月１６日は徳山に到着しました。 

ここで紹介した就馴の事例が、まったくの仮病であっ
たと断ずることはできません。また彼を職務怠慢と非難
するものでもありません。実際、幕府の権力や威光が
衰えるにともない、重い役負担を嫌った大名が、仮病
を使ってそれを回避したとの指摘もあるようです。それ
故、江戸で門番警固を務めなかった（務められなかっ
た）就馴のふるまいは、他の大名と大差がないのかも
しれません。しかし、大名統制の根幹である参勤交代
を「サボる」ことについては、本藩である萩藩としても見
過ごすわけにはいかず、こうした申し入れを行ったので
はないでしょうか。 
萩の両殿様による申し入れ直後の安永７年、「急

に」健康を回復し、帰国していく就馴の姿から、こうし
たことを想起してしまうのです。 

「公儀え被仰上控」 
（徳山毛利家文庫 公儀事 160） 

上は、幕府と徳山藩とでやりとりされた文書を書き留め

た「公儀事」というグループの内、徳山藩から幕府に提出

した文書を採録した「公儀え被仰上控」です。一例とし

て、安永６年 10 月 13 日と 14 日の記事を載せました。 

右は門番警備に詰めることを病欠する届、左は江戸城

への登城を断る届です。「持病之積気」と「眩暈」が断りの

理由となっています。 

文中の「毛利大和守」が就馴です。幕府老中にこの届

を提出し了承されています。 
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「疱瘡守札」（吉田家文書〔上関町〕368-2）、「雪舟筆鍾馗像木版」（安部家文書 1379） 病気と祈り③ 

 

疫病（伝染病、はやりやまい）に
は天然痘（疱瘡・痘瘡）・麻疹（は
しか）・赤痢・コレラ・インフルエンザ・
癩・結核・梅毒などがあげられます。こ
うした病気は人や文物の往来に伴い、
これまで存在しなかった地域にも伝播
し、世界的に流行するようになったと
考えられています。 
これらの病気に対して、昔の人々は

「疫病をもたらす神」（疫神）をイメ
ージし、その疫神をもてなしたりやっつ
けたりすることでその病から逃れようとし
ました。 
「疫神をもてなす」とは妙なふうに思

えるかもしれませんが、実際には、「疫
神をもてなした家（の子孫）を疫病
から守る」のも、また疫神のなせることと
考えられていたのです。 
たとえば上の札（左）の「若狭小

浜組屋六郎左衛門」は 16 世紀後
半の若狭の実在の豪商ですが、彼が
疱瘡神を手厚くもてなしたことから、六
郎左衛門の名を書いた札を貼った家
には入らない約束をして疱瘡神が去っ

たという伝承に基づいています。同様
の例に、「蘇民将来之子孫」札やあわ
びの殻に「ささら三八宿」と書いて疫病
除けにするものなどがあります。 

それに対し、上の鍾馗（しょうき）像
（右）は美祢市の南原寺に伝わる
「割れ鍾馗」とよばれるもので、疱瘡
除けの神として信仰され、殿様へ差し
上げた記録も残っています。こちらは、
鍾馗の強い力を借りて疫神を降伏さ
せようとの心意が働いています。 

また、裏面の絵は、天保 14 年
（1843）に筑紫の天草（天草は実
際には肥後）に現れ、「今後 3 年間
疫病がはやり人が多く死ぬ」と予言し
たという神霊で、その姿を絵に描いて
日々見ることによって、その病難を免
れるといっています。この神霊は、はた
して疫神でしょうか、はたまた疫神を調
伏する神なのでしょうか。 

もてなしたり、避けたり、調伏（ちょ
うぶく）したりと、人々は硬軟とり混ぜ
て疫病と対峙（たいじ）しました。 
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大正初期と思われる置き薬「蘇
命散」の袋です。ここには、鍾馗が
調伏した疫神を左脇に抱え込んで
いる姿が描かれています。 
（佐川家文書〔大島町〕646） 

疫病と疫神 
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